












　周恩来の名は日本でいまもよく知られている。生まれは 1898 年 3 月 5 日、
江蘇省淮安市。激動の歴史を生きた。13 歳で、1911 年の辛亥革命を体験。12
年には清王朝の崩壊、中華民国が建国した。13 年に天津の南開中学校に入学、







20 年パリへ、欧州留学をした。24 年帰国し、25 年に学友鄧頴超と結婚した。
彼女とは五・四運動で知り合っている。49 年建国宣言した新中国で総理に就
き、72 年には念願の日中国交正常化を実現させた。重症の膀胱癌ではあったが、

















建立に貢献した団体や代表者名が並記される。2019 年は建碑 40 周年であった。












































































































る頃と考えられる。つまり、1919 年 4 月 5 日の嵐山行きが一日がかりであった。 
 筆者は 2015 年と 2016 年にあわせて数回、雨の中の嵐山を歩いた。百年前の周恩来と
同じ空模様のもとで創詩の現場に触れてみたかったからである。そこで一回目の嵐山行き





ら大悲閣千光寺までは約 1 キロ、上りの参道は 200 段の石段である。 
  黎帆作成絵図 雨中二度目の嵐山行きと大悲閣千光寺への路線図 
 






























巻 6 号 pp.91－100）、武藤信夫・佐藤陽一（2002）の「角倉了以・素庵―世界に先駆
け、経営倫理を実践」（『日本経営倫理学会誌』第 9 号 pp115－123）の記述によると、
日本と明朝は勘合貿易（明王朝が認めた正式な貿易船）が持続され、戦争などの動乱によ



































巻 6 号 pp.91－100）、武藤信夫・佐藤陽一（2002）の「角倉了以・素庵―世界に先駆
け、経営倫理を実践」（『日本経営倫理学会誌』第 9 号 pp115－123）の記述によると、
日本と明朝は勘合貿易（明王朝が認めた正式な貿易船）が持続され、戦争などの動乱によ
詩の中の風景：流れ出る泉は緑に映え　石をめぐりて人を照らす（王敏撮影）










理』第 21 巻 6 号 pp.91－100）、武藤信夫・佐藤陽一（2002）の「角倉了以・素











易に身を投じ、豊臣秀吉（1536 － 1598）や徳川家康（1542 － 1616）の発行し
た朱印状を手に入れた。朱印船貿易という開運の寵児となった。瞬く間に豪商














































































　本来、大悲閣千光寺は第 88 代後嵯峨天皇（1220 － 1272）の祈祷所であり、
もとは右京区の清凉寺の西方中院にあった。大悲閣の由来は本尊の観音様の仏























元隆琦（1592 － 1673）である。隠元以来 13 代までは明と清
の渡来僧が住持を継続した。臨済宗・黄檗宗のホームページによれば、現在、
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12 周恩来の対日「民間外交」の原点を探る
全国に 15 派の本山と 7000 もの末寺があるという。日本では明治の一時期、黄
檗宗は臨済宗に吸収された。





うえ、徳川幕府 4 代将軍徳川家綱（1641 － 1680）の庇護を受け、1663 年 1 月
15 日祝国開堂をしてから、1664 年 9 月に松隠堂に退隠したが、1673 年 4 月 1 日、





西天皇（1654 － 1663）、緋宮光子内親王（1634 － 1727）らがいるので、皇室
より幾度も諡号 1 を賜ったのが隠元である。
1 林観潮（2010）.『隠元隆琦禅師』. 厦門大学出版社 , pp141
黄檗宗のシンボル・大悲閣千光寺の木魚（王敏撮影）













 大悲閣千光寺に向かう参道には 200 段の石階段があることは述べた。参道入り口の両脇
には花崗岩の石碑が構えてある。高さ 226 ㎝、幅 39 ㎝、厚さ 29 ㎝もの石碑に、隠元禅師
の弟子高泉性潡の詩「登千光寺」が刻まれている。 









2 林観潮（2010）.『隠元隆琦禅師』.厦門大学出版社, pp143 




















2 林観潮（2010）.『隠元隆琦禅師』. 厦門大学出版社 , pp143







































（2020 年 2 月 19 日撮影）














檗山萬福寺に入寺する。『妙法蓮華経』ほか 30 余巻を血書している。1692 年
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などの 40 余りの禹の活動遺跡の史跡もまた紹興が発生源である。紀元前 210 年より秦の
始皇帝が禹を祭って以来、歴代の王もその歴史を受け、遵守していた。960 年、宋王朝の
宋の太祖が大禹を国家式典にした。民国時代、さらに禹を祭る位置づけを「国祭」とし、




01_王敏_17号.indd   16 2020/03/11   16:31
17周恩来の対日「民間外交」の原点を探る
































　幼少より禹文化の薫陶を受けた周恩来が日本から帰国して 20 年たった 1939
年 3 月 30 日朝、親戚友人と共に大禹陵へ参拝した。言うまでもなく、まもな








 幼少より禹文化の薫陶を受けた周恩来が日本から帰国して 20 年たった 1939 年 3 月 30










 幼少より禹文化の薫陶を受けた周恩来が日本から帰国して 20 年たった 1939 年 3 月 30








 中国の暦で 4 月 5 日は清明節とされる。 
1919 年 4 月 5 日の嵐山は雨である。中国人にとって、清明の日の雨は先祖の涙雨とさ
れる。その理由は唐代詩人の杜牧の名詩「清明」に由来する。 
















 ところが、1919 年の清明節は 1 日ずれて 4 月 6 日である。 
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3、清明節と「雨」
　中国の暦で 4 月 5 日は清明節とされる。


















　ところが、1919 年の清明節は 1 日ずれて 4 月 6 日である。
　https://zhidao.baidu.com/question/1734974743965851667.htmlBaiDu 知道网
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　記録によれば、1919 年の 4 月 6 日は周恩来が新中学会 3 の 8 名の会員と京都
懇談をしている。会員は京都帝国大学で学んでいる安体誠 4 と于樹徳 5、東京の
馬洗凡 6 と童冠賢 7 及び、東京水産講習所卒業の楊扶清 8 と張子倫 9 らである。
周恩来の送別会でもある集いの記念写真に 4 月 6 日の日付が記されてある。





4 安体誠（1896 － 1927）河北省豊潤県人。1917 年京都帝国大学経済学部に入学し、東
京新中学会会員となった。1921 年に帰国し、1927 年上海竜華監獄にて犠牲となった。
5 于樹徳（1894 － 1982）天津市静海県人。1917 年京都帝国大学に入学し、東京新中
学会会員となる。1921 年に帰国し、後に李大剣と共に戦う。新中国成立後、第 1 か
ら 6 回までの全国政協委員となり、第 5、第 6 回全国政協常務委員となる。1982 年
病没す。
6 馬洗凡（1892 － 1946）河北省昌黎県人。新中学会創設メンバーの一人。1946 年病没す。
7 童冠賢（1894 － 1981）河北省陽原県人。新中学会創設メンバーの一人。1926 年帰国し、
1948 年立法院長に任じられる。1981 年カナダにて病没す。
8 楊扶清（1891 － 1978）河北省楽亭県人。1951 年に来日し、1920 年に帰国。実業救
国を施行し、解放後は水産部副部長に任じられ、全国人民代表でもあった。
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4、中学の作文に書き留めた禹

























文集』. 人民出版社 , 37-38pp
11 前掲書、p.166
















































琵琶湖疎水第一トンネル。周恩来が 1919 年 4 月に考察したと思われる
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においても極めて象徴性が強い。













14 （1993）.『周恩来外交活動大事記（1949 － 1975）』. 世界知識出版社 , pp. 145 － 146, 
pp. 577 － 578
臨済宗・南禅寺内にある琵琶湖疎水・用水路（明治中ごろ 1890 年）（王敏撮影）
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から 1989 年 3 月、そして 1997 年 6 月に出版されている。前半の一部が 1998
年 2 月に修訂本が出版された。67 万字である。後半部分は上中下の 3 巻に分
かれており、合わせて 156 万字である。つぎの記録を見よう。
　1.1946 年 11 月 30 日（『周恩来年譜』電子版 , 433p）
周恩来は各解放区の水利聯席会議の代表と接見した時に、「大禹治水、三過
家門而不入（治水のため、家を三度も通り過ぎた）」の故事を用いた。

































































　1956 年末から 1964 年初めまで、周恩来は 3 度に分けてアジア・アフリカの
28 カ国を訪問し、友好協力関係をうち建て、発展させ、深い結びつきをつくっ
た。これと同時に、先進資本主義国家に打ち建て発展した関係の道を積極的





























配置し、日本側と接触した。3 月 15 日に出発する中国代表団責任者に会って
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言付けし、中国側が自発的に日本側を招き、参加者と交流する際には、日本
側に訪中するよう招待するようにと言った。このため 1952 年 5 月に、高良とみ、
帆足計と宮腰喜助の 3 名が北京を訪問し、6 月に中日貿易協定を締結した。こ
れは新中国が迎えた戦後第一陣の日本の客人であった。中日間の署名の戦後
第一段は中日民間貿易協定であった。















進めた。だが、60 年代に「半官半民」の新しい段階に入った前夜、1958 年 5 月、
岸信介内閣政権発足後に長崎国旗事件が発生した。民間交流は低迷状態に陥っ
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その下級生の名は陶尚釗（1903 － 1922）、祖籍は紹興市。1903 年に奉天（現
瀋陽）に生まれ、1917 年に南開中学に入学し、周恩来とは密接な関係であった。
2 人は同郷であるだけではなく、祖母が従姉妹同士であった。
　1919 年 9 月 16 日、天津の学生が 21 人の会員を募り、周恩来をリーダーに
核心的な「覚悟社」を成立した。陶尚釗は周恩来の影響を受け、覚悟社に入

















3 巻、『平龛文存』4 巻、『劫余委遊草』1 巻、『平龛公牍』5 巻、『平龛日記』13









　その一、留学して間もなく友人へ。1917 年 12 月 22 日に、南開中学の同窓
陳頌言に書いた手紙に，日本の魚料理を「僕は美味しく戴いて、まるで故里
の魚料理の風味だ」。15














上巻 . 中央文献出版社・南開大学出版社 , 304p. 










　1954 年 10 月 11 日、日本の友人と三時間以上の会談の席にて。
























20 前掲書 , 88p.




























21 前掲書 , 90p.
22 中華人民共和国外交部外交史研究室（1993）.『周恩来外交活動大事記（1949-1975）』.
世界知識出版社 , 583p, 629p.
23 《周恩来外交文选》，中央文献出版社 1990 年版，第 87-90、495页。
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　世界知識出版社発行の『研究周恩来――外交思想与実践』（中国人民共和国
外交部外交史編纂  1989 年）の中に文化人夏衍の論著「永遠に忘れられない教


























































心血を傾けた。不完全な統計ではあるが、1953 年 7 月 1 日から 1972 年 9 月 23
日の中日国交正常化前夜まで、この 19 年間もの間周恩来が面会した日本人は


















































 このような経緯があって、2017 年 8 月 29 日筆者が周秉德女史の自宅を訪ね、来る 9 月
8 日，周女史が人民大会堂で開催する予定になっている中日国交正常化 45 周年記念式典の
スピーチの原稿内容について語り合ったのである。 




 1979 年 4 月、周恩来夫人の鄧頴超女史を代表とする一行が日本に招待された。周恩来
の「雨中嵐山」の詩碑の除幕式は創詩の 4 月 5 日に選ばれた。周恩来の護衛であった高振
普将軍はこう追憶している。 




周恩来の「雨中嵐山」の詩碑の除幕式は創詩の 4 月 5 日に選ばれた。周恩来
の護衛であった高振普将軍はこう追憶している。



































たことがあり、日本に対する印象はとても深いものである。」1974 年 12 月
5 日、病身であった伯父は日本の創価学会会長の池田大作と会見した際に、
再度青年時代に日本で生活していたことを思い出し、懐かしく言った。「私

















の姪・周秉徳女史の話に耳を傾けることにしよう。2017 年 9 月 8 日、人民大会堂で開か





も深いものである。」1974 年 12 月 5 日、病身であった伯父は日本の創価学会会長の池
田大作と会見した際に、再度青年時代に日本で生活していたことを思い出し、懐かしく




 周秉徳女史は中国政治協商委員会を務め、中国新聞社の副社長でもあった。2012 年 4
月 20 日、周女士とその兄弟姉妹の周秉宜女士、周秉華さん及び周秉和さん一行が小雨の





　周恩来は 1919 年に帰国してから 55 年の年月が過ぎ去った。国のため人民の
ため、心血を注いで政治に邁進していた日々、桜を見る暇がなかった。しかし
日本滞在した 1918 年と日本を去る 1919 年の間に 2 回見た桜の美しさを忘れた
ことはないという。平和条約を結んで 2 年後の 1974 年 12 月 5 日、病状が回復
傾向をみせたとき、周恩来は創価学会会長である池田大作に対して懐かしそ

















周恩来は 1919 年に帰国してから 55 の年月が過ぎ去った。国のため人民のため、心血
を注いで政治に邁進していた日々、桜を見る暇がなかった。しかし日本滞在 た 1918 年
と日本を去る 1919 年の 2 回見た桜の美しさを忘れたことはないという。平和条約を結ん



































　2019 年 4 月 5 日、青年周恩来の詠んだ「雨中嵐山」の創詩の 100 年、嵐山
公園に「雨中嵐山」の詩碑建立 40 年を迎えた。それにあわせて、筆者が『嵐




















1914 3 月 友人とともに「敬業群楽会」を作り、智育部長に選出。
10 月 会報『敬業学報』を創刊。
1915 8 月 新しい校報『校風』を創刊。編集・経営に携わる。
10 月 新劇『一元銭』で女形を演じる。
1916 学校内国文特別試験で一位を取る。
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西暦 事　項
1925 1 月 中国共産党第四回代表大会に出席。
8 月 広州で鄧穎超と結婚。
9 月 国民革命軍第一軍政治部主任。







1931 1 月 中国共産党第六期四中全会（拡大）で政治局常務委員に選出。中共ソビ
エト区中央局書紀。
10 月 中共ソビエト共和国臨時中央政府、樹立。中央執行委員会委員に選出。
1934 1 月 中国共産党第六期五中全会で政治局常務委員に選出。
10 月 長征開始。
1936 西安事件。西安で張学良と会談、調停。










1951 2 月 第一次五カ年計画を起草。
9 月 中国政府を代表してサンフランシスコ平和条約に反対する声明を出す。
1952 6 月 北京で第一次中日民間貿易協定を締結。
11 月 中国残留日本人の引揚問題を打開。






1959 9 月 石橋湛山元首相と会談。
10 月 日中友好協会の設立を決定。




1963 アフリカ 11 ヶ国及びアルバニアを訪問。
1964 4 月 互いに常駐機構を設置し、代表を交換する会談覚書に調印。
12 月 第三期全国人民代表大会第一回会議で政府活動報告を行う。「四つの近代
化」を提起。
1970 4 月 朝鮮訪問。連合声明を発表。
 松村謙三氏と会談、中日貿易の拡大について四つの内容を確定。




1972 2 月 ニクソン大統領訪中。米中共同宣言を発表。
9 月 田中角栄総理訪中。中日共同声明を発表。中日国交正常化。
1974 1 月 大平正芳外相訪中。中日貿易協定調印。
12 月 池田大作会長の率いる創価学会訪中団と会見。
1975 1 月 第四期全国人民代表大会第一回会議で政府活動報告を行う。
6 月 賀龍の葬儀で弔辞を述べる。
1976 1 月 8 日、没。享年 78 歳。





（三和書籍 、2019 年 )
王敏編著『周恩来たちの日本留学：百年
後の考察』（三和書籍 、2015 年 )
周秉徳著・王敏監修『私の伯父さん周恩来』
（法政大学出版局、2020 年）
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<ABSTRACT>
Zhou Enlai and an Origin of His Private Diplomacy to 
Japan: Reading Raining Arashiyama Written in 1919.
WANG Min
Before returning to China, Zhou Enlai visited Arashiyama Mountain, 
Kyoto in 1919, and wrote a poem known as Raining Arashiyama. Why did he 
visit Aarashiyama on a rainy day? It is probably because he wanted to learn 
more about Suminokura Ryōi, the Japanese Yu the Great. This trip had a 
significant impact on China's policy toward Japan  afterwards.
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